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40.胆嚢十二指腸痩の 3治験例
林春幸，小渋智哉，日浦利明
原田康行(船橋中央)
過去10年間に 422例の胆道系手術が行なわれ， 57歳女
性， 62歳男性， 70歳男性， 3例の胆嚢十二指腸痩の治験
例を経験した。内胆汁痩.の分類，原因，発生頻度，年齢
別頻度，性別頻度，発生部位別頻度， レントゲン診断等
につき文献的考察を加え，報告した。 
41.食道癌根治照射例の検討
伊賀浩，栗栖明(放医研病院部)
恒元博(同臨床研究部)
過去18年間の放医研における食道癌根治照射例は 123
例であり，これらについて検討した。追求例 111例の遠
隔成績は 3年生存率9.9%，5年生存率5.4%である。 5
年生存例は 6例あり，照射線量は約6000-7000raclであ
る。 1例は13年現在生存中で他は他疾患にて 6-8年で
死亡。昭和51年より医用サイクロトロンが設置され食道
癌治療にも応用され現在迄，速中性子線根治照射例は 
15例ある。照射法は B005t及び Mix照射で行い，著
効 2例，有効 9伊U，やや有効 4例であった。 
42. 当院における当時性胃結腸癌の臨床例
中村武，相馬光弘(中村病院)
大久保春夫(船橋中央)
表題の興味ある臨床例 3治験例を経験した。さらに結
腸癌根治術後発生した胃，十二指腸潰蕩根治術施行の 3
例も併せて報告した。
前記の 3例は63歳男子の胃癌根治術後8年横行結腸癌
根治術症例であり，その病理学的検討を加えつつ，他の 
2例にも詳細に述べ異時性か否かを考按した。
なお，重復癌の定義と胃癌と他臓器発生の重複癌の頻
度についても文献的に言及した。 
43. B cell typing-第2報一
大森耕一郎，宮島哲畠，紅谷明
蜂巣 忠，柏原英彦，横山健郎
橋瓜藤光(国立佐倉) 
Bリンパ球上に表現されている。 HLA-DR抗原の検
索を，人妊婦血清を用い，血清学的に検討した。現在ま
で抗血清として， DRω1は2本， DRω2は8本， DRω 
4は11本， DRω6は3本， 4 x 7は4本， 計28本の抗
血清を日本人由来でみつけることができた。 
4.吻合部再発を来たした直腸癌の 1例
斉藤登喜男，大森幸夫，中野喜久男
西村 明，藤田昌宏，高橋秀禎
本田一郎
(千葉県がんセンター消化器科)
前方切除術施行後， 7カ月で吻合部再発を来たした症
例を報告した。この原因として 1.切除断端に於る癌遺
残， 2 外膜柴膜への癌浸潤， 3.局所リンパ節転移， 
4.遺残多発病巣， 5.壁内転移， 6 脱落癌細胞の吻
合部 Implantation等があるが， 本例は， 55. n(一)， 
v )，ly ( -)，ew ( -)，( -OW)ー，aw( 6.(ー)，であり 
によるものと考える。また進行程度の軽い症例で、も術後
経過観察の重要性を強調した。 
45. 胃癌に対する術前合併療法の検討 (II)

一特に免疫能の変動についてー

奥山和明，田紀克，陳文夫
岩佐正人(国保成東)
胃癌に対して制癌剤療法+免疫療法を術前に施行して
も，末梢リンパ球数， T細胞， PHA幼若化率， PPD 
皮内反応などの免疫学的パラメーターは合併療法及び手
術前後で極端に低下することはなく，術後も免疫療法の
継続により PPD反応では陽性化する症例も多くなる。 
46. ED-ACによる胃切除後吻合部巨大痩孔症例の 1
治験例
古川隆男，深町信一，春日 正
斉藤重明(深町病院)
小越章平，川村功(千大)
胃癌の胃切除後縫合不全により大きな吻合部痩孔を形
成し汎発性腹膜炎を合併した症例に対して，小越らの開
発している ED(ElementalDiet)を14週間投与し 1享 
日3000カロリーの高カロリーを補給し種々の障害を与え
ることなく治癒させることができた。 
47.消化器癌に対する制癌剤の選択的 oneshot動注
療法について
渡辺義二，吉川広和，斉藤弘司
大竹喜雄(幸手総合)
消化器癌に対して術前に血管造影を施行し，癌腫の質
的診断及ひ、制癌剤の動脈内投与を行なった。 CEAを経
